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1 はじめに 







































表 1 制御ボードの仕様 
メイン CPU HD64F3069RF (Renesas) 
メインクロック 16 MHz 
OS Smalight PPP (Renesas) 
サブ CPU PIC12F683 (Microchip) 
サブクロック 31 kHz 
待機時電流 170 uA typ. 
動作時電流 188 mA typ. 
サイズ 80 mm×50 mm 
重量 22 g 
バッテリ 単一形アルカリ乾電池×4 本 
連続動作時間 約 1 年間 
 
表 2 水温計の仕様 
CPU PIC12F683 (Microchip) 
クロック 4 MHz 
インタフェース RS-485 
待機時電流 1 uA typ. 
動作時電流 390 uA typ. 
計測範囲 -9.9 ℃～25.0 ℃ 
計測精度 0.2 ℃ 
サイズ 70 mm×12 mm 
重量 5 g 
バッテリ CR1220 リチウムバッテリ×1 個
連続動作時間 約 2 年間 
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20 年 5 月 28 日，1 基の多層計測式ユビキタスブイを石
西礁湖に設置した（図 3）．設置海域の水深は約 20m で
あり，表層から水深 5m 以浅は 1m 毎に，水深 5m 以深は





図 3 石西礁湖での多層計測実験 
 
 実験開始から約 1 ヶ月経過した低気圧の通過後，15m
層，および，10m 層の水温データが取得できなくなった
ことから通信ケーブルの断線を確認した．その後，5m
層，4m 層の水温データも取得できなくなり 7 月上旬に
知念岬沖と同様に流出した．しかしながら 9 月，10 月の
台風シーズンにおける水温データの蓄積を行うことを













図 4 切断した通信ケーブル 
 




































成 21 年 2 月 5 日，渡嘉敷の阿波連沖に単層計測式ユビ
キタスブイを設置した．また，平成 21 年 3 月 12 日には
座間味の安慶名敷沖に単層計測式ユビキタスブイを設
置した．いずれのユビキタスブイも順調に稼働した． 









図 6 多層計測式ユビキタスブイ 
 
 
図 7 多層計測式ユビキタスブイの設置状況 
 























ワイヤ径 6 mm 6 mm 6 mm 6 mm 5 mm
浮力 20 kg 30 kg 30 kg 30 kg 30kg
ウェイト 6 kg 6 kg 7 kg 6 kg 7kg 
計測層 単層 多層 単層 単層 単層
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